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商
工
会
に
は
自
社
の
事
業
を
通
じ
て
地
域

に
貢
献
し
た
い
と
「
顔
晴
っ
て
い
る
」
会
員
さ

ん
が
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
今
回
は
、
矢

板
市
に
あ
る
㈱
ブ
リ
ジ
ッ
ク
さ
ん
の
木
村
由
貴

子
代
表
取
締
役
（
以
下
、
社
長
）
に
こ
れ
ま
で

の
歩
み
や
事
業
に
か
け
る
想
い
な
ど
を
お
伺
い

し
ま
し
た
。

◇
は
じ
め
に
事
業
の
概
要
を
お
伺
い
し
ま
す

　

社
名
の
ブ
リ
ジ
ッ
ク
は
、
異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
架
け
橋
を
目
指
す
こ
と
を
意

味
し
「
一
歩
先
へ
、
国
境
を
、
言
葉
を
、
そ
し

て
文
化
を
越
え
て
」
を
経
営
理
念
に
掲
げ
、

２
０
１
４
年
に
創
業
し
ま
し
た
。
現
在
は
、
翻

訳
・
通
訳
サ
ー
ビ
ス
事
業
、
人
材
育
成
・
語
学

研
修
事
業
、
労
働
者
派
遣
事
業
・
有
料
職
業

紹
介
事
業
を
事
業
の
柱
と
し
、
専
門
性
の
高
い

ス
タ
ッ
フ
と
各
分
野
エ
キ
ス
パ
ー
ト
に
よ
る
社

内
連
携
、
異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
特

化
し
た
ス
タ
イ
ル
、
機
密
管
理
体
制
を
強
み
と

し
て
、
県
内
外
の
お
客
様
と
お
取
引
を
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）

株
式
会
社
　
ブ
リ
ジ
ッ
ク

　
　
　
　
代
表
取
締
役
　
木
村
　
由
貴
子

　
　
　
　
　

  

住　

所
：
矢
板
市
幸
岡
１
３
７
３

　
　
　
　
　

  

電　

話
：
０
２
８
７
―
５
５
―
０
０
１
１



P.2

■
高
い
専
門
性
を
提
供

　

木
村
社
長
は
、
フ
ラ
ン
ス
、
ア
メ

リ
カ
へ
の
留
学
を
経
て
大
学
卒
業
後

は
、
高
校
教
員
を
経
て
大
手
家
電

メ
ー
カ
ー
や
自
動
車
メ
ー
カ
ー
で
学

術
論
文
や
技
術
資
料
の
翻
訳
、
外
国

語
講
師
と
し
て
勤
務
し
た
経
歴
を
持

つ
。
生
ま
れ
育
っ
た
矢
板
の
地
に
ご

主
人
と
と
も
に
Ｕ
タ
ー
ン
し
、
㈱
ブ

リ
ジ
ッ
ク
を
起
業
し
た
。
主
力
で
あ

る
翻
訳
サ
ー
ビ
ス
事
業
で
は
、
日
本

人
が
翻
訳
し
た
案
件
を
外
国
人
ネ
イ

テ
ィ
ブ
ス
ピ
ー
カ
ー
が
文
化
的
表
現

を
含
め
て
チ
ェ
ッ
ク
。
校
正
・
調
整

を
経
て
、
関
連
業
務
に
従
事
し
た
経

験
を
持
つ
日
本
人
が
、
業
界
的
な
側

面
か
ら
正
確
性
を
さ
ら
に
チ
ェ
ッ
ク

す
る
と
い
う
、
３
段
構
え
の
プ
ロ
セ

　

社
員
が
持
つ
能
力
が
十
分
に
発
揮

で
き
、
生
産
性
向
上
に
繋
が
る
よ
う

就
労
環
境
の
整
備
に
も
注
力
し
て
い

る
。
創
業
期
に
入
社
し
今
で
も
業
績

へ
の
貢
献
度
が
高
い
翻
訳
者
の
一
人

は
、
障
害
を
持
つ
方
で
あ
る
と
い
う
。

ま
た
、
16
時
頃
ま
で
の
時
間
帯
を
中

心
に
自
宅
等
で
業
務
を
こ
な
し
、
夕

方
か
ら
は
家
事
や
子
育
て
中
心
の
時

間
に
充
て
て
い
る
男
性
社
員
も
い
る

と
い
う
。
そ
し
て
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
や

自
己
実
現
が
で
き
る
、
や
り
が
い
や

社
員
等
の
満
足
度
が
高
い
と
い
う
会

社
の
魅
力
を
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
等
で
発

信
し
、
優
秀
な
人
材
確
保
に
繋
げ
て

い
る
。
社
員
毎
に
適
正
な
能
力
目
標

設
定
を
行
い
、
採
用
か
ら
キ
ャ
リ
ア

ア
ッ
プ
、
希
望
に
よ
り
独
立
（
ビ
ジ

ネ
ス
パ
ー
ト
ナ
ー
と
な
る
）
ま
で
の
流

れ
が
循
環
す
る
よ
う
工
夫
を
凝
ら
し

て
い
る
。
時
代
に
マ
ッ
チ
し
た
仕
事

の
あ
り
方
や
優
し
さ
、
し
な
や
か
さ

が
、
ブ
リ
ジ
ッ
ク
の
原
動
力
で
あ
り
、

企
業
文
化
の
形
成
に
役
立
っ
て
い
る
。

■
「
点
を
つ
な
ぐ
力
」
好
き
な
言
葉

と
商
工
会

　

創
業
期
と
比
較
す
る
と
、
事
業
毎

の
売
上
構
成
比
は
変
化
し
て
い
る
。

堅
調
な
事
業
か
ら
の
利
益
を
、
他
の

事
業
に
投
資
し
次
の
展
開
を
開
始
す

る
よ
う
な
流
れ
を
繰
り
返
し
て
、
全

体
の
業
績
を
上
げ
て
き
た
。
コ
ロ
ナ

渦
に
お
い
て
も
業
績
を
維
持
し
、
事

業
を
継
続
で
き
て
き
た
理
由
の
一
つ

に
、
県
や
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
、
よ

ろ
ず
支
援
拠
点
な
ど
、
各
支
援
機
関

の
支
援
が
あ
っ
た
。
新
し
い
事
業
展

開
を
企
画
し
た
タ
イ
ミ
ン
グ
毎
に
相

談
し
、
考
え
方
な
ど
を
整
理
す
る
機

会
は
貴
重
な
も
の
と
な
り
、そ
の
き
っ

か
け
は
、
い
つ
も
商
工
会
だ
っ
た
と

い
う
。

　

木
村
社
長
の
好
き
な
言
葉
の
一
つ

に
、「
セ
レ
ン
デ
ィ
ピ
テ
ィ 

点
を
つ

な
ぐ
力
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
。「
補

助
金
活
用
な
ど
を
機
会
に
、
自
社
の

状
況
や
方
向
性
に
つ
い
て
意
見
交
換

で
き
る
こ
と
が
安
心
感
に
繋
が
っ
て

い
る
。
地
域
事
情
に
精
通
し
、
様
々

な
事
業
者
と
の
接
点
を
持
つ
と
い
う

特
徴
を
活
か
し
、
点
と
点
を
つ
な
ぐ

よ
う
に
「
出
会
い
」
と
「
ビ
ジ
ネ
ス

の
き
っ
か
け
」
と
い
う
素
敵
な
偶
然

を
運
ん
で
く
れ
る
商
工
会
は
、
ま
さ

に
『
矢
板
版
セ
レ
ン
デ
ィ
ピ
テ
ィ
』

の
よ
う
で
す
」
と
、
そ
の
言
葉
の
意

味
を
笑
顔
で
紹
介
し
て
く
れ
た
。

■
会
社
設
立
の
目
標
と
次
世
代
に
繋

げ
ら
れ
る
よ
う
、
フ
ィ
ー
ル
ド
を
広

げ
た
い

　

現
在
、
木
村
社
長
は
商
工
会
理
事

の
ほ
か
、
市
女
性
会
議
の
メ
ン
バ
ー
、

市
人
権
擁
護
委
員
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
活
動

に
も
従
事
し
、
地
域
を
支
え
る
活
動

や
提
言
を
さ
れ
て
い
る
。
今
後
は
語

学
研
修
事
業
を
強
化
す
る
予
定
だ
。

国
内
の
お
客
様
が
外
国
語
を
学
ぶ
だ

け
で
な
く
、
外
国
の
人
達
が
日
本
語

や
文
化
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
機
会

を
提
供
で
き
る
よ
う
、
事
業
を
再
構

築
す
る
。
実
現
す
れ
ば
会
社
設
立
の

目
的
で
あ
っ
た
「
異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
架
け
橋
」
に
一
歩
近

づ
く
。
高
度
な
専
門
技
術
と
柔
軟
な

運
営
で
活
躍
の
場
を
大
き
く
広
げ
よ

う
と
し
て
い
る
。
次
世
代
に
繋
が
る

会
社
を
目
指
し
、
ま
だ
小
さ
く
も
情

熱
あ
ふ
れ
る
力
強
い
会
社
（
点
）
が
、

世
界
と
地
域
を
ビ
ジ
ネ
ス
で
つ
な
い

で
く
れ
る
だ
ろ
う
。

社内会議の様子（イメージ）

事業フロー

ス
を
経
て
顧
客
に
提
供
さ
れ
る
。
ま

た
、
通
訳
サ
ー
ビ
ス
事
業
で
は
、
そ

の
催
し
の
規
模
や
難
易
度
に
よ
り
グ

レ
ー
ド
分
け
す
る
こ
と
で
、
費
用
を

見
え
る
化
し
て
提
示
し
、

適
正
・
正
確
な
議
事
録

作
成
も
請
け
負
う
こ
と

で
、
特
に
好
評
を
得
て

い
る
。
蓄
積
さ
れ
た
専

門
知
識
お
よ
び
技
術
を

駆
使
し
、
難
易
度
の
高

い
依
頼
に
応
え
て
い
る
。

■
社
員
や
ビ
ジ
ネ
ス

パ
ー
ト
ナ
ー
の
生
き
方

を
尊
重
、
多
様
な
働
き

方
に
対
応

栃木県チームイノベーション実践プログラムに参加。
ディスカッションで強みを再確認



P.3

　
会
員
企
業
の
課
題
解
決
を
図
る
べ
く

　
　｢

経
営
力
再
構
築
伴
走
支
援
モ
デ
ル｣

に
注
力

　

３
月
26
日
、
商
工
連
は
宇
都
宮

市
の
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
イ
タ
ヤ
で
来

賓
に
商
工
会
を
支
援
す
る
会
会
長

の
木
村
県
議
会
議
員
、
久
利
生
県

経
営
支
援
課
長
を
迎
え
、
臨
時
総

会
を
開
催
し
た
。

　

冒
頭
、
商
工
連
の
福
田
徳
一
会

長
は｢
国
が
示
す
『
経
営
力
再
構

築
伴
走
支
援
モ
デ
ル
』
に
よ
る
支

援
を
強
化
・
推
進
し
、
会
員
企
業

が
抱
え
る
本
質
的
な
課
題
の
解
決

を
図
る
と
と
も
に
、
『
パ
ー
ト『会員加入促進運動に尽力する』と挨拶する

福⽥徳⼀商⼯連会⻑

令
和
６
年
度
事
業
計
画
・
予
算
を
決
定

ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築
宣
言
』
に
よ
る

価
格
転
嫁
の
促
進
支
援
に
よ
り
賃

上
げ
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。
ま

た
、
会
員
数
減
少
に
歯
止
め
を
か

け
る
べ
く
『
会
員
加
入
促
進
運

動
』
に
尽
力
し
て
い
く
。
商
工
連

は
、
商
工
会
と
一
致
団
結
し
て
、

『
地
区
内
商
工
業
の
改
善
発
達
及

び
地
域
振
興
』
に
今
後
も
邁
進
す

る｣

と
挨
拶
し
た
。

　

総
会
で
は
、
野
木
町
商
工
会
の

小
島
三
利
会
長
を
議
長
に
選
出
し

て
、
第
１
号
議
案
か
ら
第
５
号
議

案
ま
で
を
慎
重
に
審
議
し
、
全
て

原
案
ど
お
り
決
定
し
た
。

 

■
令
和
６
年
度  
重
点
事
項
■

　

組
織
強
化
、
人
材
育
成
に
よ
り

商
工
会
力
の
再
構
築
を
図
り
、
企

業
支
援
の
強
化
・
充
実
を
目
指
す
。

一
、
企
業
支
援
の
強
化
・
充
実

⑴
経
営
力
再
構
築
伴
走
型
支
援
等

の
推
進

・
経
営
計
画
策
定
支
援
、実
行
支
援

・
持
続
化
補
助
金
、
事
業
再
構
築

補
助
金
、
経
営
革
新
計
画
策
定

等
の
推
進

・
ゼ
ロ
ゼ
ロ
融
資
等
に
お
け
る
資

金
繰
り
支
援

・
事
業
承
継
支
援

⑵
会
員
向
け
デ
ジ
タ
ル
サ
ー
ビ
ス

の
推
進
に
よ
る
Ｄ
Ｘ
支
援

・
金
融
サ
ー
ビ
ス
と
情
報
技
術
を
結

び
つ
け
た
記
帳
自
計
化
の
推
進

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
サ
ー
ビ
ス

「
グ
ー
ペ
」
等
の
活
用
推
進

⑶
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

・
事
業
継
続
力
強
化
計
画
の
策
定

支
援

・
経
営
者
等
の
リ
ス
ク
フ
ァ
イ
ナ

ン
ス
と
し
て
の
共
済
制
度
の
普

及
・
推
進

二
、
商
工
会
の
組
織
強
化

⑴
会
員
増
強
運
動
（
全
国
連
と
の

協
働
に
よ
る
会
員
加
入
促
進
運

動
）
の
推
進

⑵
商
工
会
の
運
営
適
正
化
に
向
け

た
指
導
の
実
施

⑶
支
援
力
強
化
に
向
け
た
チ
ー
ム

に
よ
る
支
援
体
制
の
構
築
促
進

⑷
商
工
会
へ
の
巡
回
支
援
の
徹
底

⑸
商
工
会
組
織
と
し
て
の
Ｄ
Ｘ
の

推
進

⑹
青
年
部
・
女
性
部
の
育
成
強
化

三
、
人
材
育
成
の
強
化
・
充
実

⑴
職
員
の
公
的
資
格
取
得
支
援
及

び
能
力
強
化
事
業
の
実
施

⑵
職
員
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
向
上
等
の
資
質
向
上
事
業

の
実
施

⑶
職
員
の
適
正
評
価
の
た
め
の
人

事
評
価
制
度
の
検
討

⑷
優
秀
な
人
材
確
保
に
向
け
た
職

員
採
用
制
度
の
検
討

四
、
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者

の
経
営
環
境
整
備
に
向
け
た
要

望
活
動
等
の
実
施

⑴
小
規
模
事
業
者
対
策
に
関
す
る

各
種
要
望
活
動
の
実
施

⑵
小
規
模
事
業
者
の
負
担
軽
減
に

関
す
る
各
種
要
望
の
実
施

議⻑を務める⼩島三利会⻑
（野木町）

地区内商工業の改善発達及び
　地域振興に邁進
地区内商工業の改善発達及び
　地域振興に邁進

商 工 連
臨時総会
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栃
木
県
に
よ
る
令
和
５
年
度

「
キ
ラ
リ
と
光
る
と
ち
ぎ
の
企
業

表
彰
」
が
２
月
13
日
、
県
庁
昭
和

館
に
て
行
わ
れ
、
商
工
連
か
ら

は
、
ラ
ン
ク
ア
ッ
プ
事
業
認
証
企

業
と
し
て
推
薦
し
た
、
サ
ワ
精
機

㈱
（
茂
木
町
）
と
、
㈱
池
澤
設
計

（
粟
野
）
の
２
社
が
受
賞
し
た
。

　

本
表
彰
は
、
人
口
減
少
や
少
子

高
齢
化
な
ど
の
厳
し
い
経
営
環
境

に
あ
っ
て
も
、
地
域
や
社
会
と
の

関
わ
り
を
大
切
に
し
な
が
ら
県
内

産
業
の
振
興
や
持
続
的
発
展
に
貢

献
し
、
優
れ
た
取
り
組
み
を
し
て

い
る
中
小
・
小
規
模
事
業
者
が
受

賞
し
て
お
り
、
今
年
で
８
回
目
と

な
る
。

　

な
お
、商
工
会
地
区
で
は
他
に
、

㈲
ま
し
こ
Ｌ
ｉ
ｆ
ｅ
（
益
子
町
）、

㈱
仁
井
田
観
光
（
高
根
沢
町
）、

㈱
Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｐ
Ｒ
Ｅ
（
那
須
町
）
も

受
賞
し
て
い
る
。

キラリと光るとちぎの企業表彰キラリと光るとちぎの企業表彰キラリと光るとちぎの企業表彰

（左）サワ精機㈱の大澤宏治代表取締役
（右）㈱池澤設計の池澤達夫代表取締役

ラ
ン
ク
ア
ッ
プ
事
業
認
証
企
業
か
ら
２
社
が
受
賞

事業者に寄り添った支援を！
「対話と傾聴」により課題解決へ

「
経
営
力
再
構
築
伴
走
支
援
モ
デ

ル
」
と
は
、
中
小
企
業
庁
が
提
示

し
た
支
援
モ
デ
ル
で
あ
り
、
経
営

者
と
支
援
者
が
丁
寧
な
「
対
話
と

傾
聴
」
を
繰
り
返
す
こ
と
で
、
両

者
が
「
本
質
的
な
課
題
」
に
気
づ

き
、
納
得
（
腹
落
ち
）
し
た
う
え

で
課
題
解
決
に
向
け
て
取
り
組

む
。
商
工
連
で
は
こ
の
モ
デ
ル
を

推
進
す
べ
く
、
中
小
企
業
診
断
士

の
藤
本
隆
幸
氏
、
宮
本
知
子
氏
を

講
師
に
迎
え
、
７
名
の
職
員
を
対

象
に
全
６
回
の
セ
ミ
ナ
ー
を
行
っ

た
。
各
職
員
と
支
援
事
業
者
は
、

対
話
と
傾
聴
に
よ
り
約
半
年
間
に

わ
た
り
課
題
解
決
に
向
け
て
継
続

的
支
援
を
行
い
、
企
業
力
ラ
ン
ク

ア
ッ
プ
シ
ー
ト
（
事
業
計
画
書
）

を
作
成
し
た
。

　

支
援
事
例
発
表
の
概
要
は
以
下

の
と
お
り
で
あ
る
。
う
つ
の
み
や

市
の
金
田
主
事
は
、
女
性
起
業
家

を
支
援
。
同
性
だ
か
ら
こ
そ
共
感

す
る
部
分
が
多
く
、
寄
り
添
っ
た

支
援
に
つ
な
が
っ
た
と
い
う
。
都

賀
町
の
森
主
任
は
、
事
業
主
と
後

継
者
の
間
を
取
り
持
ち
な
が
ら
、

事
業
承
継
を
見
据
え
た
支
援
に
取

り
組
ん
だ
。
那
須
町
の
菅
原
主
任

は
、
事
業
計
画
の
策
定
は
共
同
製

作
で
あ
り
、
本
音
で
事
業
者
と
向

き
合
う
こ
と
が
大
切
だ
と
語
っ

た
。
益
子
町
の
加
藤
主
任
は
、
参

加
者
へ
の
チ
ラ
シ
の
配
布
な
ど
で

積
極
的
に
事
業
者
を
Ｐ
Ｒ
。
支
援

の
際
に「
商
工
会
に
入
っ
て
良
か
っ

た
と
初
め
て
思
え
た
」
と
言
わ
れ

た
こ
と
が
印
象
的
だ
っ
た
と
い

う
。
茂
木
町
の
星
野
主
任
は
、
売

上
ア
ッ
プ
や
利
益
率
の
改
善
に
つ

な
が
る
よ
う
な
提
案
・
取
り
組
み

に
注
力
し
た
。
壬
生
町
の
須
釜
主

任
は
、
商
品
の
Ｐ
Ｒ
に
悩
む
事
業

者
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
発
信
を
提
案
。

発
信
力
の
強
化
に
取
り
組
ん
だ
。

　

発
表
者
は
皆
、
「
訪
問
を
重
ね

て
対
話
と
傾
聴
を
繰
り
返
す
こ
と

で
、
信
頼
関
係
が
深
ま
っ
た
。
そ

れ
に
よ
り
、
事
業
者
に
寄
り
添
っ

た
伴
走
型
支
援
に
つ
な
が
っ
た
」

と
語
っ
た
。
報
告
会
に
参
加
し
た

多
く
の
商
工
会
職
員
は
、
学
び
を

得
よ
う
と
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い

た
。

報告会では藤本隆幸中⼩企業診断士が元商⼯
会職員としての経験を活かして講義を行った。

　

２
月
９
日
、
商
工
連
は
「
経
営

力
再
構
築
伴
走
支
援
モ
デ
ル
」
に

基
づ
い
た
支
援
事
例
を
発
表
す
る

「
経
営
力
再
構
築
伴
走
支
援
セ
ミ

ナ
ー
報
告
会
」
を
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー

イ
タ
ヤ
で
開
催
し
た
。

講評で ｢ＡＩが導入されても、伴走
支援は生身の人間にしかできない｣
と語る宮本知子中⼩企業診断士

壬生町
須釜建主任

那須町
菅原直弥主任

茂木町
星野乃紀主任

都賀町
森蓉子主任

益子町
加藤拓主任

うつのみや市
金⽥亜耶乃主事

セミナーで学んだ手法を実践し
その成果を発表する６名の職員

（※左から発表順）
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商工会認証システム２０23商工会認証システム２０23 '24～'25企  業  力

ランクアップ事業企  業  力

ランクアップ事業

企業力ランクアップ事業から15社が認証企業力ランクアップ事業から15社が認証

　スローライフ推進事業は、①栃木県内で生産された質の良い、こだわりの食材を使用し、
地域の料理（郷土料理）を提供している②食材の特長を活かした料理を提供・販売している
等の基準を満たした店舗を認定している。今年度は、下記の65店舗が認定された。

 「企業力ランクアップ事業」は日本経営品質賞のアセスメント基準書をベースにした商工会認証システムであり、会員
企業の経営品質の向上を目的としている。令和５年12月20日に認証審査会を開催し、厳正な審査の結果、下記の15社
が認証された。（更新15件）認証期間は令和６年４月１日から２年間。

県内65店舗を認定県内65店舗を認定県内65店舗を認定

■認証企業の詳細は、上記のＱＲコードからご覧いただけます。

上三川町 株式会社　ソネッティーク 壬 生 町 有限会社　マガラ
株式会社　アール・ティー・シー 藤 岡 町 株式会社 竹澤ハイドロテック

下 野 市 神戸化成工業　株式会社 氏　　家 ヨシ電子　株式会社

うつのみや市 テクノ産業　株式会社 株式会社　伸興建設
株式会社　デンタルスタジオビッグバン 那須烏山 株式会社　田中電氣研究所

粟　　野 株式会社　池澤設計 那 須 町 有限会社　高原衣料
益 子 町 有限会社　ニッテク 株式会社　ミツワパーツ
茂 木 町 茂木トーヨー住器　株式会社

■認証店舗のこだわりメニュー、商品は上記のＱＲコードからご覧いただけます。
矢 板 市 ㈲小野﨑糀店 小山市おもいがわ いちご一会
上三川町 下野屋 豆心 本格手打ちつけ汁うどん　藤ヱ門

下 野 市

ダンケ

大 平 町

ログレストラン　泰平楽
下野の駅めし 　一休 ㈲みづほ製麺
中国料理　北昌 精華堂・パティー
欧風菓子グリンデルベルグ 自治医大店 みそ工房　蔵

うつのみや市
大黒屋ドライブイン 藤 岡 町 和クォーレ
政木屋食品㈱ 岩 舟 町 黒毛和牛専門店　焼肉　松喜
ブーランジュリ　ア・ランシェンヌ 時田くんちのからあげ

粟　　野
㈲花農場あわの 氏　　家 和膳処　志生亭
峠の味どころ　大越路 お食事処　きぬや
ふる里の森お菓子工房　黒子松屋 高根沢町 焼食のくろちゃん

足 尾 町 ますや肉店 那須烏山 美喜寿司
中国料理　栄山 手打そば処　はん田

にのみや そば処　清流 那珂川町 ㈲御前岩物産センター
㈱二宮金次郎商店（道の駅にのみや） 黒　　羽 和ら美亭

益 子 町
カレーキッチン yamani 中華料理　華園
そば処　炉庵

那 須 町

那須どうぶつ王国　ヤマネコテラス
外池酒造店 鉄板焼ステーキハウス　きく

茂 木 町
いい里さかがわ館 ステーキハウス　寿楽　本店
そば処　おうめ ミートショップ鶏春
農事組合法人　そばの里まぎの フィンランドの森　チーズ工房メッツァネイト

市 貝 町
レストラン隆 滝のある釣り堀  那須高原　清流の里
おやじのハンバーグ LF いちかい 那須塩原市 農村レストラン　関の里
ラーメン工房　くろべえ ㈲菊地市郎商店

壬 生 町

肉のふきあげ　雅

佐野市あそ

国産うなぎ・黒毛和牛ステーキ　うおさだ
お茶とお惣菜のパオ 手打そば かみやま　
割烹　山水亭 そば処　 鈴庵
㈱北研 そば処　松
田舎菓子処　増田屋 ㈲味噌まんじゅう新井屋

小山市おもいがわ
小山食堂　さくら 木村屋だんご　道の駅どまんなかたぬま店
㈲渡辺精肉店 足利市坂西 ㈲小島東洋堂
小曽根精肉店
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伴走支援の
現場から

■
多
彩
な
メ
ニ
ュ
ー
で
美
味
し
く
、

楽
し
く

　
「
ほ
っ
と
で
き
る
よ
う
な
家
庭
的

な
味
と
お
店
で
色
々
な
料
理
を
楽
し

ん
で
も
ら
え
れ
ば
」
と
の
想
い
か

ら
、「
ご
は
ん
処 

太
陽
」
は
昨
年
11

月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。
人
気
の
ス
タ

ミ
ナ
焼
き
定
食
を
は
じ
め
、
餃
子
や

唐
揚
げ
定
食
、
丼
物
な
ど
多
彩
な
メ

ニ
ュ
ー
で
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
、
テ
イ
ク

ア
ウ
ト
に
も
対
応
し
て
い
る
た
め
幅

広
い
年
代
の
お
客
様
に
支
持
さ
れ
て

い
る
。

■
創
業
の
き
っ
か
け
と
商
工
会
と
の

出
会
い

　

店
主
の
小
林
さ
ん
は
飲
食
店
で
の

勤
務
が
豊
富
で
、
い
つ
か
は
自
分
の

店
を
持
ち
た
い
と
い
う
夢
を
持
っ
て

い
た
。
子
育
て
が
一
段
落
し
た
こ
と

も
あ
り
独
立
を
決
意
。
地
元
の
芳
賀

町
で
店
舗
を
探
し
て
い
た
と
こ
ろ
、

大
型
商
業
施
設
「
モ
テ
ナ
ス
芳
賀
」

内
の
店
舗
に
た
ど
り
着
い
た
。
施
設

の
指
定
管
理
を
芳
賀
町
商
工
会
が

担
っ
て
い
る
こ
と
が
縁
で
、
商
工
会

の
加
藤
課
長
に
出
会
う
こ
と
に
な
っ

た
。

■
商
工
会
に
よ
る
支
援

　

創
業
を
決
意
し
た
も
の
の
何
か
ら

手
を
つ
け
て
良
い
か
不
安
だ
っ
た
と

い
う
小
林
さ
ん
。
加
藤
課
長
は
、
お

手
製
の
「
オ
ー
プ
ン
ま
で
に
や
る
べ

き
こ
と
／
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
を
提

供
し
、
や
る
べ
き
こ
と
を
10
項
目
に

ま
と
め
、
小
林
さ
ん
と
一
緒
に
準
備

を
始
め
た
。

　

資
金
調
達
で
は
、
創
業
計
画
書
の

作
成
を
支
援
し
融
資
が
無
事
に
決

定
。
ま
た
、「
芳
賀
町
ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
事
業
者
支
援
補
助
金
」
の
活
用
を

提
案
し
た
と
こ
ろ
、
こ
ち
ら
も
採
択

さ
れ
て
、
内
装
工
事
費
用
の
一
部
に

充
て
る
こ
と
が
で
き
た
。
さ
ら
に
、

商
工
会
の
専
門
家
派
遣
制
度
で
、
経

営
計
画
の
策
定
や
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ー
ド

の
活
用
策
を
支
援
し
た
ほ
か
、
他
の

商
工
会
職
員
も
得
意
分
野
を
活
か
し

て
メ
ニ
ュ
ー
写
真
の
撮
影
を
行
う
な

ど
、
職
員
同
士
と
専
門
家
に
よ
る

ごはん処太陽の外観。
ブラックボードを見て来店するお客様も多い

人気メニューのスタミナ焼き

「オープンまでにやるべきこと／チェックリスト」
に基づき、課題を整理し支援を行った

ご
は
ん
処

　太

　陽

住
　
所

Ｔ
Ｅ
Ｌ

芳
賀
郡
芳
賀
町
祖
母
井
南
１
–
11
–
１

　
　
　
　
　
　
　（
モ
テ
ナ
ス
芳
賀
内
）

０
２
８
（
６
１
１
）
１
２
７
４

さ
く
ら
市
葛
城
２
３
５
–
２

０
２
８
（
６
８
６
）
４
１
０
７

芳賀町

　

芳
賀
町
商
工
会
で
は
、
町
や
金
融
機
関
、
関
係
各
所
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

積
極
的
に
創
業
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
今
回
は
、
商
工
会
の
指
導
が
補
助
の
要

件
で
あ
る
「
芳
賀
町
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
事
業
者
支
援
補
助
金
」
制
度
を
活
用
し

て
「
ご
は
ん
処　

太
陽
」
さ
ん
の
創
業
支
援
を
行
っ
た
加
藤
課
長
の
事
例
を
紹

介
す
る
。

チ
ー
ム
支
援
を
行
っ
た
。

　

小
林
さ
ん
は
「
分
か
ら
な
い
事

が
多
く
不
安
で
し
た
が
、
加
藤
さ

ん
が
オ
ー
プ
ン
ま
で
の
流
れ
を
整

理
し
、
親
身
に
な
っ
て
応
援
し
て

く
だ
さ
っ
た
。
本
当
に
お
世
話
に

な
っ
て
い
ま
す
」
と
話
し
て
い
た

だ
い
た
。

■
と
も
に
歩
み
続
け
る

　
「
ま
だ
ま
だ
改
善
し
た
い
点
が
あ

り
ま
す
」
と
小
林
さ
ん
。「
海
鮮
系

の
メ
ニ
ュ
ー
を
」
と
い
う
リ
ク
エ

ス
ト
に
応
え
る
た
め
奔
走
し
、
市

場
か
ら
新
鮮
な
海
鮮
を
仕
入
れ
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

お
客
様
か
ら
喜
ば
れ
、
酒
の
肴
と

し
て
も
好
評
を
得
て
い
る
。

　

創
業
か
ら
半
年
、
小
林
さ
ん
は

日
々
奮
闘
し
て
い
る
。
昇
り
始
め

た
＂太
陽
＂
は
こ
れ
か
ら
芳
賀
町
を

明
る
く
照
ら
し
て
く
れ
る
こ
と
だ

ろ
う
。
商
工
会
は
チ
ー
ム
に
よ
る

伴
走
型
支
援
で
共
に
歩
ん
で
い
く
。店主の⼩林寿枝さん（左）と商⼯会の加藤課⻑（右）

「オープンまでにやるべきこと／チェックリスト」

人 

事 

異 

動 令
和
６
年
４
月
１
日
付

◆
新
任
事
務
局
長
◆

　

商
工
会　
　
　
　

 

氏　

名

市　

貝　

町 

長　

岡　

好　

美 

市　

貝　

町

大　

平　

町 

宇　

塚　
　
　

崇 

に
の
み
や

塩　

谷　

町 

石　

下　
　
　

勲 

塩　

谷　

町

◆
新
任
事
務
局
次
長
◆

　

商
工
会　
　
　
　

 

氏　

名

商　

工　

連 

長
谷
川　
　
　

敬 

商　

工　

連

◆
課
　
長
◆

新
任
商
工
会　
　
　

 

氏　

名 

に
の
み
や 

斉　

藤　

正　

雄 

岩　

舟　

町

小
山
市
お
も
い
が
わ 

森　

田　

賢　

一 

下　

野　

市

氏　
　
　

家 

池　

田　

尚　

史 

矢　

板　

市

那
珂
川
町 

見　

形　

和　

幸 

商　

工　

連

那
須
塩
原
市 

藤　

田　
　
　

修 

西
那
須
野

佐
野
市
あ
そ 

杉　

岡　

美
奈
子 

佐
野
市
あ
そ

足
利
市
坂
西 

藤　

掛　

善　

夫 

佐
野
市
あ
そ

◆
主
　
査
◆

下　

野　

市 

仲　

沢　
　
　

悠 

上
三
川
町

う
つ
の
み
や
市 

木　

村　

淑　

子 

う
つ
の
み
や
市

岩　

舟　

町 

桑　

原　

伸　

二 

足
利
市
坂
西

◆
主
　
任
◆

矢　

板　

市 

横　

田　

文　

哉 

矢　

板　

市 

下　

野　

市 

吉　

原　

友　

希 

下　

野　

市

う
つ
の
み
や
市 

手　

塚　

利　

枝 

う
つ
の
み
や
市

う
つ
の
み
や
市 

金　

田　

亜
耶
乃 

う
つ
の
み
や
市

う
つ
の
み
や
市 

檜　

山　
　
　

航 

う
つ
の
み
や
市

粟　
　
　

野 

長
谷
川　

歩　

実 

粟　
　
　

野

粟　
　
　

野 

野　

口　

俊　

幸 

粟　
　
　

野

に
の
み
や 

寺　

田　

真
由
美 

に
の
み
や

市　

貝　

町 

鈴　

木　

宏　

幸 

那
珂
川
町

壬　

生　

町 

堀　

田　

有　

輝 

壬　

生　

町

石　
　
　

橋 

篠　

原　
　
　

駿 

石　
　
　

橋

石　
　
　

橋 

坂　

本　

浩　

一 

石　
　
　

橋

野　

木　

町 

田　

中　

麻　

美 

野　

木　

町

大　

平　

町 

黒　

田　

恵　

美 

佐
野
市
あ
そ

大　

平　

町 

樫　

野　

ひ
さ
み 

大　

平　

町

藤　

岡　

町 

山　

口　

俊　

也 

岩　

舟　

町

岩　

舟　

町 

川　

俣　

智　

和 

藤　

岡　

町

都　

賀　

町 

秋　

澤　

一　

恵 

都　

賀　

町

氏　
　
　

家 

小
曽
戸　

祐
加
里 

壬　

生　

町

喜　

連　

川 

横　

田　

笑
美
子 

喜　

連　

川

那
珂
川
町 

八　

島　

満　

彦 

那
珂
川
町

那　

須　

町 

津
久
井　

は
る
か 

那
須
塩
原
市

那
須
塩
原
市 

安　

納　

千　

景 

那
須
塩
原
市

那
須
塩
原
市 

戸　

﨑　
　
　

亮 

那
須
塩
原
市

西
那
須
野 

角　

田　

幸　

絵 

那　

須　

町

湯　

津　

上 

伴　
　
　

真
砂
美 

湯　

津　

上

佐
野
市
あ
そ 
野　

澤　

慎　

一 

粟　
　
　

野

佐
野
市
あ
そ 
金　

子　

尚　

世 

大　

平　

町

足
利
市
坂
西 
糸　

井　

彩　

子 

足
利
市
坂
西

商　

工　

連 

安　

納　

和　

俊 

益　

子　

町

◆
主
　
事
◆

矢　

板　

市 

鈴　

木　

亜　

弥 
上
三
川
町

上
三
川
町 

伊　

豆　

佳
那
子 
小
山
市
お
も
い
が
わ

下　

野　

市 

平　

田　

見　

空 
下　

野　

市

西　
　
　

方 

下　

髙　

豪　

斗 

西　
　
　

方

足　

尾　

町 

大　

出　

駿　

斗 

足　

尾　

町

芳　

賀　

町 

松　

田　

ひ　

な 

芳　

賀　

町

壬　

生　

町 

山　

崎　

稜　

将 

壬　

生　

町

小
山
市
お
も
い
が
わ 

割　

石　

拓　

朗 

小
山
市
お
も
い
が
わ

藤　

岡　

町 

高　

橋　

直　

也 

足
利
市
坂
西

塩　

谷　

町 

手　

塚　

祐　

太 

商　

工　

連

高
根
沢
町 

池　

田　

海　

十 

高
根
沢
町

那
珂
川
町 

佐　

藤　

洋　

紀 

那
珂
川
町

那
珂
川
町 

長
谷
川　

未　

唯 

那
珂
川
町

那　

須　

町 

髙　

久　

鈴　

菜 

那　

須　

町

那
須
塩
原
市 

小
田
林　

聖　

大 

那
須
塩
原
市

那
須
塩
原
市 

奈　

良　

勝　

史 

那
須
塩
原
市

佐
野
市
あ
そ 

小　

堀　

裕　

彦 

佐
野
市
あ
そ

商　

工　

連 

齋　

藤　
　
　

開 

商　

工　

連

商　

工　

連 

鈴　

木　

花　

絵 

商　

工　

連

◆
新
任
職
員
◆

　

商
工
会　
　
　
　
　

 

氏　

名

矢　

板　

市 

関　

谷　

耀　

介

上
三
川
町 

市　

村　

唯　

人

下　

野　

市 

堀　

越　

采　

美

う
つ
の
み
や
市 

黒　

木　

彩　

乃

粟　
　
　

野 

加　

藤　

綾　

乃

益　

子　

町 

手　

嶋　

洋　

輔

市　

貝　

町 

黒　

須　

直　

樹

壬　

生　

町 

浅　

野　

雅　

文

石　
　
　

橋 

五　

関　

ひ
な
た

都　

賀　

町 

早　

川　

涼　

介

氏　
　
　

家 

伴　

瀬　

雄　

大

氏　
　
　

家 

齋　

藤　

菜　

月

那
須
烏
山 

益　

子　

凌　

空

足
利
市
坂
西 

定　

方　

宏　

介

商　

工　

連 

福　

田　

裕　

作



P.7

■
御
社
の
概
要
に
つ
い
て

　

桃
畑
ｓ
ｈ
ｉ
ｎ
ｋ
ａ
．は
、
県
内

で
は
な
か
な
か
味
わ
え
な
い
ス
パ

イ
ス
「
藤
椒
（
タ
ン
ジ
ャ
オ
）
」
と

下
野
食
材
を
活
か
し
た
中
国
料

理
を
提
供
し
て
い
る
。
藤
椒
と
は

完
熟
前
の
青
い
中
国
山
椒
で
あ
り

「
爽
や
か
な
香
り
と
痺
れ
」
が
ク

セ
に
な
る
と
評
判
だ
。
オ
ー
ナ
ー

の
藤
本
健
太
朗
氏
は
17
歳
の
時

か
ら
料
理
人
を
志
し
、
東
京
の
名

店
「
赤
坂
離
宮
」
を
は
じ
め
と
し

た
複
数
の
お
店
で
修
行
を
重
ね
上

三
川
町
に
帰
郷
。
実
家
の
店
舗
を

改
装
し
令
和
２
年
に
オ
ー
プ
ン
し

た
。
人
気
メ
ニ
ュ
ー
は
お
店
の
看

板
に
も
あ
る
「
藤
椒
担
々
麺
」
だ

が
、
よ
だ
れ
鶏
や
本
格
的
な
コ
ー

ス
料
理
も
人
気
が
高
く
、
地
元
だ

け
で
な
く
県
外
か
ら
も
お
客
様
が

訪
れ
る
。

■
持
続
化
補
助
金
活
用
の
き
っ
か
け

　

ご
高
齢
の
常
連
さ
ん
が
来
店

し
た
際
に
、
快
適
に
利
用
で
き
る

テ
ー
ブ
ル
席
を
作
る
べ
き
だ
と
気

づ
い
た
。
和
室
に
小
さ
な
座
椅
子

を
用
意
し
て
対
応
し
て
い
た
が
、

テ
ー
ブ
ル
と
の
高
さ
が
合
わ
ず
、

ず
っ
と
気
が
か
り
だ
っ
た
。
何
か

改
善
策
を
見
い
だ
せ
れ
ば
と
商
工

会
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
藤
波
主

任
か
ら
持
続
化
補
助
金
を
提
案
さ

れ
、
取
り
組
む
こ
と
に
な
っ
た
。

　

藤
本
オ
ー
ナ
ー
は
「
商
工
会
に

は
創
業
前
か
ら
経
理
の
こ
と
な
ど

で
相
談
し
て
い
る
。
こ
ち
ら
の
気

持
ち
を
投
げ
か
け
る
と
適
切
な
ア

ド
バ
イ
ス
を
返
し
て
く
れ
る
。
だ

か
ら
今
回
も
相
談
し
て
み
よ
う
と

思
っ
た
。
」
と
話
す
。

■
補
助
事
業
の
内
容

　

補
助
金
を
活
用
し
て
、
新
た
に

テ
ー
ブ
ル
セ
ッ
ト
を
導
入
。
和
室

と
調
和
す
る
も
の
を
吟
味
し
て
選

ん
だ
こ
と
で
、
会
食
で
も
使
用
で

小規模事業者持続化補助金レポート小規模事業者持続化補助金レポート小規模事業者が商工会と
一体となった取組み

藤本健太朗オーナー（左）と商⼯会の藤波
主任（右）

住
　
所
　
河
内
郡
上
三
川
町
上
郷
５
３
―
３

電
　
話
　
０
２
８
５-

３
７-

９
１
３
５

上三川町

桃
畑
Ｓ
ｈ
ｉｎ
ｋａ.

（
モ
モ
ハ
タ
シ
ン
カ
）

き
る
素
敵
な
空

間
に
な
っ
た
。

ま
た
、
お
客
様

が
歩
き
や
す
い

よ
う
に
導
線
を

考
え
て
配
置
し

た
こ
と
で
、
高

齢
者
に
も
利
用

し
や
す
い
店
に

な
っ
た
。

　

顧
客
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
明
確
化
し

た
結
果
、
宣
伝
手
法
は
テ
ー
ブ
ル

席
の
写
真
を
掲
載
し
た
折
り
込
み

チ
ラ
シ
に
し
た
。
藤
本
オ
ー
ナ
ー

は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
発
信
に
積
極
的
だ

が
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
馴
染
み
の
な
い
方

に
も
お
客
様
に
な
っ
て
い
た
だ
き

た
い
と
の
想
い
か
ら
、
今
回
の
取

り
組
み
内
容
に
マ
ッ
チ
す
る
宣
伝

手
法
は
チ
ラ
シ
だ
と
考
え
た
。

■
補
助
金
を
活
用
し
た
効
果

　

き
っ
か
け
と
な
っ
た
ご
高
齢
の

常
連
さ
ん
に
喜
ば
れ
た
の
は
も

ち
ろ
ん
、
ご
病
気
等
で
足
を
伸
ば

し
づ
ら
い
方
々
な
ど
多
く
の
お
客

様
か
ら
反
響
が
あ
っ
た
。
チ
ラ
シ

を
き
っ
か
け
と
し
た
問
い
合
わ
せ

も
増
加
し
、
販
路
開
拓
に
繋
が
っ

た
。
テ
ー
ブ
ル
席
の
導
入
と
宣
伝

手
法
が
マ
ッ
チ
し
、
大
き
な
効
果

が
も
た
ら
さ
れ
た
。

■
補
助
金
を
活
用
し
て
い
か
が
で

し
た
か

　
「
こ
ち
ら
の
想
い
に
寄
り
添
っ

た
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
け
た
こ
と

で
、
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
仕
事
を
し
な
が
ら
一
人
で
申

請
す
る
の
は
無
理
だ
と
感
じ
て
い

た
の
で
、
商
工
会
の
藤
波
さ
ん
に

は
助
け
て
も
ら
い
ま
し
た
。
今
後

も
持
続
化
補
助
金
を
活
用
し
て
、

更
に
お
客
様
に
喜
ば
れ
る
お
店
を

目
指
し
て
い
き
た
い
で
す
」
と
希

望
に
満
ち
た
真
っ
直
ぐ
な
眼
差
し

で
語
っ
て
く
れ
た
。

格段に使い勝手が良くなった室内

テーブル席を写真でアピール！

◆
新
任
事
務
局
長
◆

　

商
工
会　
　
　
　

 

氏　

名

市　

貝　

町 

長　

岡　

好　

美 

市　

貝　

町

大　

平　

町 

宇　

塚　
　
　

崇 

に
の
み
や

塩　

谷　

町 

石　

下　
　
　

勲 

塩　

谷　

町

◆
新
任
事
務
局
次
長
◆

　

商
工
会　
　
　
　

 

氏　

名

商　

工　

連 

長
谷
川　
　
　

敬 

商　

工　

連

◆
課
　
長
◆

新
任
商
工
会　
　
　

 

氏　

名 

に
の
み
や 

斉　

藤　

正　

雄 

岩　

舟　

町

小
山
市
お
も
い
が
わ 

森　

田　

賢　

一 

下　

野　

市

氏　
　
　

家 

池　

田　

尚　

史 

矢　

板　

市

那
珂
川
町 

見　

形　

和　

幸 

商　

工　

連

那
須
塩
原
市 

藤　

田　
　
　

修 

西
那
須
野

佐
野
市
あ
そ 

杉　

岡　

美
奈
子 

佐
野
市
あ
そ

足
利
市
坂
西 

藤　

掛　

善　

夫 

佐
野
市
あ
そ

◆
主
　
査
◆

下　

野　

市 

仲　

沢　
　
　

悠 

上
三
川
町

う
つ
の
み
や
市 

木　

村　

淑　

子 

う
つ
の
み
や
市

岩　

舟　

町 

桑　

原　

伸　

二 

足
利
市
坂
西

◆
主
　
任
◆

矢　

板　

市 

横　

田　

文　

哉 

矢　

板　

市 

下　

野　

市 

吉　

原　

友　

希 

下　

野　

市

う
つ
の
み
や
市 

手　

塚　

利　

枝 

う
つ
の
み
や
市

う
つ
の
み
や
市 

金　

田　

亜
耶
乃 

う
つ
の
み
や
市

う
つ
の
み
や
市 

檜　

山　
　
　

航 

う
つ
の
み
や
市

粟　
　
　

野 

長
谷
川　

歩　

実 

粟　
　
　

野

粟　
　
　

野 

野　

口　

俊　

幸 

粟　
　
　

野

に
の
み
や 

寺　

田　

真
由
美 

に
の
み
や

市　

貝　

町 

鈴　

木　

宏　

幸 

那
珂
川
町

壬　

生　

町 

堀　

田　

有　

輝 

壬　

生　

町

石　
　
　

橋 

篠　

原　
　
　

駿 

石　
　
　

橋

石　
　
　

橋 

坂　

本　

浩　

一 

石　
　
　

橋

野　

木　

町 

田　

中　

麻　

美 

野　

木　

町

大　

平　

町 

黒　

田　

恵　

美 

佐
野
市
あ
そ

大　

平　

町 

樫　

野　

ひ
さ
み 

大　

平　

町

藤　

岡　

町 

山　

口　

俊　

也 

岩　

舟　

町

岩　

舟　

町 

川　

俣　

智　

和 

藤　

岡　

町

都　

賀　

町 

秋　

澤　

一　

恵 

都　

賀　

町

氏　
　
　

家 

小
曽
戸　

祐
加
里 

壬　

生　

町

喜　

連　

川 

横　

田　

笑
美
子 

喜　

連　

川

那
珂
川
町 

八　

島　

満　

彦 

那
珂
川
町

那　

須　

町 

津
久
井　

は
る
か 

那
須
塩
原
市

那
須
塩
原
市 

安　

納　

千　

景 

那
須
塩
原
市

那
須
塩
原
市 

戸　

﨑　
　
　

亮 

那
須
塩
原
市

西
那
須
野 

角　

田　

幸　

絵 

那　

須　

町

湯　

津　

上 

伴　
　
　

真
砂
美 

湯　

津　

上

佐
野
市
あ
そ 

野　

澤　

慎　

一 

粟　
　
　

野

佐
野
市
あ
そ 

金　

子　

尚　

世 

大　

平　

町

足
利
市
坂
西 

糸　

井　

彩　

子 

足
利
市
坂
西

商　

工　

連 

安　

納　

和　

俊 

益　

子　

町

◆
主
　
事
◆

矢　

板　

市 

鈴　

木　

亜　

弥 

上
三
川
町

上
三
川
町 

伊　

豆　

佳
那
子 

小
山
市
お
も
い
が
わ

下　

野　

市 

平　

田　

見　

空 

下　

野　

市

西　
　
　

方 

下　

髙　

豪　

斗 

西　
　
　

方

足　

尾　

町 

大　

出　

駿　

斗 

足　

尾　

町

芳　

賀　

町 

松　

田　

ひ　

な 

芳　

賀　

町

壬　

生　

町 

山　

崎　

稜　

将 

壬　

生　

町

小
山
市
お
も
い
が
わ 

割　

石　

拓　

朗 

小
山
市
お
も
い
が
わ

藤　

岡　

町 

高　

橋　

直　

也 

足
利
市
坂
西

塩　

谷　

町 

手　
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福祉共済の
請求忘れはありませんか
福祉共済には「けが」、「病気」「がん」などの
補償があります。
「けが」の補償は、仕事中のけがだけではなく、
日常でのけがにも対応しており、通院は、３日目か
ら１日単位で請求することが可能です。事故が発生
した際は、商工会にご相談ください。

商 工 連 と ち ぎ

発
行
所
／
栃
木
県
商
工
会
連
合
会　
　

☎
０
２
８
（
６
３
７
）
３
７
３
１　
　
　
　
　
　

印
刷
／
株
式
会
社
松
井
ピ
・
テ
・
オ
・
印
刷

　
◆
皆
様
に
、
商
工
会
を
も
っ
と

身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、
県
内
各
地
の
商
工
会
を
ご
紹

介
し
ま
す
◆

当
商
工
会
で
は
、
起
業
者
の
育

成
や
商
業
活
性
化
の
た
め
に
、｢

経

営
（
創
業
）
塾｣

や｢

ま
ち
な
か

ゼ
ミ
ナ
ー
ル｣

を
推
進
し
て
い
き

ま
す
。｢

経
営
（
創
業
）
塾｣

と

連
動
し
た｢

矢
板
市
商
工
会
創
業

者
等
助
成
金｣

交
付
事
業
を
引
き

続
き
実
施
し
、
新
規
事
業
者
増
加

に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
県
内
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の

出
店
者
数
を
誇
る
「
軽
ト
ラ
市
」

は
、
旧
シ
ャ
ー
プ
事
業
所
跡
地
に

場
所
を
変
更
し
、「
や
い
た
楽
市

楽
座
」
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま

す
。
今
年
度
は
５
月
26
日
（
日
）

に
開
催
し
、「
能
登
半
島
地
震
」

▲左から、
最前列：石井副会⻑、東泉会⻑、代⽥副会⻑
２列目：阿部理事、横⽥主任、鈴木主事、　
荒井課⻑、斎藤局⻑
３列目：沼尾主事、関谷主事補、福⽥課⻑

復
興
支
援
と
し
て
、
石
川
県
能
登

町
商
工
会
が
復
興
店
舗
と
し
て
参

加
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

今
後
も
小
規
模
事
業
者
の
持
続

的
発
展
や
課
題
解
決
の
た
め
に
寄

り
添
っ
た
事
業
を
行
い
、
小
規
模

事
業
者
並
び
に
地
域
の
発
展
に
寄

与
し
て
い
き
ま
す
。

　
商
工
会
か
ら
こ
ん
に
ち
は

       　

▼
矢
板
市
商
工
会
▲

商工会では新規会員を
募集しています

是非、
お仲間をご紹介ください。

詳しくは、最寄りの商工会まで
ご連絡ください。

県
女
性
連
の
主
張
発
表
会

菅
野
安
子
副
部
長（
高
根
沢
町
）が
最
優
秀
賞

　

２
月
14
日
、
県
女
性
連
（
三
森
節

子
会
長
）
に
よ
る
主
張
発
表
会
が
、

宇
都
宮
市
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル
に
て

開
催
さ
れ
た
。

　

県
内
の
各
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
選
抜
さ

れ
た
５
人
が
出
場
し
、
高
根
沢
町
商

工
会
女
性
部
副
部
長
の
菅
野
安
子
さ

ん
が
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
。

　

菅
野
副
部
長
は
、
『
商
工
会
女
性

部
が
目
指
す
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く

り
』
と
題
し
、
女
性
部
員
が
楽
し
く

活
動
で
き
る
よ
う
な
運
営
を
心
掛
け

て
い
る
こ
と
、
部
員
加
入
促
進
運
動

に
よ
り
５
人
の
若
手
部
員
が
加
入
し

た
こ
と
で
活
動
が
活
性
化
し
て
い
る

こ
と
、
そ
し
て
長
年
に
わ
た
り
取
り

組
ん
で
き
た
学
童
保
育
の
支
援
活
動

に
よ
っ
て
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に

貢
献
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
発
表
し

た
。

　

菅
野
副
部
長
は
、
７
月
９
日
に
宇

都
宮
市
で
開
催
さ
れ
る
関
東
ブ
ロ
ッ

ク
大
会
に
栃
木
県
代
表
と
し
て
出
場

す
る
。

前列左から、那須町の高久副部⻑、三森県女性連会⻑、最優秀賞
を受賞した高根沢町の菅野副部⻑、青木商⼯連専務理事、⼩山市
おもいがわの⼩曽根部⻑、後列左より、大平町の福富部⻑、市貝町
の⼩川部⻑

■「けが」の補償の主な支払い事例 ■ 


